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 近年，日本各地の湖沼やため池の底泥が，水質の改善，貯水容量の確保を目的として浚渫されている．
瀬戸内地域は，ため池が多く，特に重要な問題である．浚渫された底泥は処理しなければならないが，
処理用地の確保が難しいため，減量化と再利用の必要性に迫られている．本研究は，その様な再利用法
の開発を目指すものとする．再利用法としては，現在のところ，建設材料としての利用や，農地客土と
しての利用が考えられる．ここでは，その基礎資料とすべく，泥土の物性の基本的な物理・化学特性を
明らかにすることを第一の目的とする． 
 リサイクルの方法は，特に，建設用材料としての再利用法として様々な方法が公表されている．多く
は，固化材を投入して泥土の改質を図ろうとするものである．セメント系固化材を代表に，石膏，スラ
グや，石灰，焼却灰等が固化材として使用されている．一方，本研究は，泥土それ自体の物性に着目し
ている．特に，泥土は，乾燥や焼成によって大きくその性質を変化させることが分かっており，泥土に
加える熱量と物理・化学特性の変化を重点的に考察している．泥土に加える熱量と物性の間には図−1 の
様な関係が認められる．即ち，泥土は，乾燥に従って，性質を粘土から砂の性質に変化させられる．更
に熱を加えていくと，最終的にはそれに含有される長石類が溶解し，セラミックスとなる．写真−1 は，
熱に伴う泥土の変化を表している．写真の左側は，110℃で乾燥した状態で，中央が1,100℃，右が1,200℃
で焼成した結果である．焼成すると明らかな化学変化が起こり，硬質の材料となる．それに対して，左
は乾燥させただけであるが，内部では性質が激変している．外見では確認できないが，乾燥によって泥
土の性質は砂に近づいている．ここでは，この様な低温での泥土の性質変化に着目している．焼成には
一般に 1,000℃以上の高温を要するため，設備と多量のエネルギーをし，改質コストが上昇する．一方，
乾燥は焼成ほどの設備を要しないため，適切な固化材を用いると低コストで泥土の改質が図れる可能性
がある．本研究は，最終的には，加える熱とその設備費および改質材の最適な組み合わせを設定するプ
ログラムの開発を目的としている．特に本研究では，その基礎となる研究として，乾燥による泥土の物
理・化学特性の変化について議論している． 
 多量に浚渫泥土が得られる大きなプロジェクトでは，泥土の減量化のため，脱水プラントが設置され，
泥土は分級された後，脱水されてケーキ状にされる．効率的な泥土処理を行うためには，この様な脱水
処理が不可欠である．ところが，一般に，脱水プラントは大規模で，小規模なため池などでは使用でき
ない状況であった．しかし，近年は，コンパクトで移動可能な脱水プラントも開発されつつあり，小規
模なプロジェクトでも泥土の機械脱水を行える可能性が大きくなりつつある．本研究では，この小規模
脱水プラントの開発にも貢献しており，より容易な底泥処理を目指している． 
 本報告では，香川県内ため池と岡山県児島湖の底泥を採取し，実験試料として考察を行っている．更
に，香川県のため池における現地固化試験や，小規模プラントによる現地脱水試験を実施し，現実的な
底泥処理を念頭に置いた試験を行っている．この様に，固化，脱水，乾燥の処理の組み合わせで，最適
改質計画の自由度が広がる可能性がある． 

 

写真−1 泥土の乾燥と焼成 
図−1 熱による泥土の不可逆反応 
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研究の背景

多量の底泥が湖沼やため池に堆積している

底泥の浚渫

効果

1. 湖沼・ため池の水質の浄化

2. 貯水容量の確保

問題点

浚渫土の処理用地の不足

浚渫土の減量化と再利用が求められる!

再利用法 : 建設材料;    農地客土

性能の保証

維持・管理

化学的手法

児島湖の浚渫事業

ため池の底泥

香川県内の皿池

有機分を多量に含む
底泥が堆積

浚渫土
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底泥の浚渫
脱水処理プラント

フィル
タープレ
ス

浚渫土の処理事例

脱水ケーキの生成

浚渫土の処理事例

生成された脱すケーキ
のストックヤード

現場において締固め
られた脱水ケーキ

脱水ケーキ

浚渫底泥脱水ケーキによる埋立浚渫底泥脱水ケーキによる埋立

研究項目

1. 底泥の基本的な物理・化学および力学特性の同定

2. 底泥を減量化するための小型脱水プレス機の開発

3. 底泥の加熱・乾燥がその特性に与える影響を同定

実施試験

現場脱水試験

XRF分析 X線回折

物理・化学（含：コンシステンシー試験，pH試験）

圧密試験，透水試験，固化試験（一軸圧縮試験）

現場脱水プレスと処理方法

簡易型で可動式の
フィルタープレスマ
シンが開発されつつ
ある

ため池など小規模
の現場でも脱水
ケーキの作成が可
能 浚渫底泥の脱水試験

圧縮室の様子排水の様子

生成された脱水ケーキ
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ため池の補修工事

盛土材としての浚渫底泥の再利用が可能

乾燥（加熱）による改質

着目点:

湿潤試料と乾燥−再湿潤
試料（乾燥試料）の透
水性，圧縮特性の相違
は?

湿潤

乾燥

焼成

熱

泥

砂

セラ
ミック

不可逆反応

浚渫土

乾燥土

W=0%

焼成され
た底泥乾燥状態

1,100˚C 1,200˚C

物理的方法

XRF 全岩分析結果

I  Chlorite    

II  Quartz   

III  Halloysite     

IV  Kaolinite   

V  Illite

X線回折結果

乾燥によって影響
されやすい

脱水

泥土の物理・化学特性

液性限界は乾燥によって大きく値を減じる

塑性限界は乾燥による変化が小さい

有機分含有率が高い試料は酸性に傾く

w: 湿潤試料

d: 乾燥試料

底泥の粒度分布
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透水試験

試験装置

透水試験結果

導水勾配 =100

初期間隙比

透水試験結果

セメントの添加によるため池底泥の地盤改良

化学的方法 一軸圧縮試験

（セメントによる固化試験）

供試体条件：

練り混ぜ後 5×10cmの円柱形モールドに打ち込み

養生条件 水温（20℃）湿度90％以上（養生箱内）

養生期間 7日（7日強度を求める）

一軸圧縮試験

湿潤試料・気乾試料・炉乾試料の比較

試験条件：

シリーズ1：含水比を変化させる（セメント量一定）

湿潤材料（95~190%），気乾材料で（75~90%），

炉乾材料で（60~110%）

シリーズ2：セメント量を変化させる（含水比一定）

（40~100 kg/m3）

試験結果
応力ひずみ曲線

一軸圧縮試験結果例
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含水比と一軸圧縮強度の関係，
C=120kg/m3

シリーズ1

セメント量と一軸圧縮強度の関係

シリーズ2

中性固化材による固化材添加による中性固化材による固化材添加による
現地現地改質試験改質試験

サイト 全投入量
1m

3
当た

りの投入
No.1 2t 400kg
No.2 1t 200kg
No.3 0.5t 100kg

中性固化材の投入量

現地試験計画平面図

固化材を
投入

中性のため環境に対
する負荷が小さい！

中性固化材添加による改質現地試験

中性固化材による固化材添加による中性固化材による固化材添加による
現地現地改質試験改質試験((簡易型コーン貫入簡易型コーン貫入試験結果）試験結果）

まとめ

脱水 加熱（乾燥） 締固め 固化

最適な改良

ソフトの開発

最適な組み合わせの実現

底泥の基礎分析

・総費用の最小化

リスク+改良費用

・化学・物理分析

・力学分析

・再利用法

・浚渫計画


